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４．参考（概要図） 

第 ３ 次 対 が ん 総 合 戦 略 研 究 事 業

がんは、わが国の死亡原因の第１位であり、現在では年間約３４万人の
国民が亡くなり、日本人の３人に１人ががんで死亡している。

がん対策基本法 （議員立法により成立 平成19年4月施行）

基本理念、基本的施策として研究の推進が明記

がん対策推進基本計画 （平成19年6月 閣議決定）

がん患者を含めた国民の視点に立ったがん対策の実施

革新的ながんの予防・診断・治療技術の開発

がんの超早期診断や予防を可能とする新規バイオマーカーの同定や、機器の
開発、「がん幹細胞」等を標的とした新規の分子標的治療薬の開発等

がん医療の均てん化を推進

全国どこでも安心・納得できるがん医療の
提供体制を整備していくことを目的に、在宅
医療を含むがん医療の提供体制のあり方
やがん診療に携わる医療従事者の育成に
関する研究等について取り組むとともに、が
ん対策推進基本計画に掲げられた目標達
成に資する研究や、基本計画の達成状況
の調査に係る研究の実施

がんは国民の生命および
健康にとって重大な問題

がん患者を含めた国民のがん対策に対する要望の高まり
を背景に成立

がん対策基本法に基づき、がん患者及びその家族又は

遺族を代表する者も構成員とするがん対策推進協議会の
意見を聴取

「がんによる死亡者の減少」
「すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上」

がん患者のＱＯＬ向上に資する革新的な技術の開発に関する研究の実施

がん医療を飛躍的に
発展させていくための

原動力となるがん研究を
より一層推進 ！

標準的ながんの治療法等の確立

進行・再発がんを含めた様々ながんについ
ての多施設共同臨床研究により、エビデン
スに基づいた標準的治療法の確立に資す
る研究を進めるとともに、医師主導治験にも
取り組み、施設における体制整備や人材育
成を推進

がん患者のＱＯＬに関する研究

 
 

 

(7) 生活習慣病・難治性疾患克服総合研究 
 

分野名   Ⅲ．疾病・障害対策研究 

事業名       

生活習慣病・難治性疾患克服総合研究 

①循環疾患等生活習慣病対策総合研究 

②免疫アレルギー疾患等予防・治療研究 

③難治性疾患克服研究 

④腎疾患対策研究 

主管部局（課室）  
①健康局総務課生活習慣病対策室 

②③④健康局疾病対策課 

運営体制      主管部局単独運営 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活 

中目標  国民を悩ます病の克服 
 

１．事業の概要 
(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 

・がん、免疫・アレルギー疾患、生活習慣病、骨関節疾患、腎疾

患、膵臓疾患等の予防・診断・治療の研究開発 

・精神・神経疾患、感覚器障害、認知症、難病等の原因解明と治

療の研究開発 


